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元内閣官房長官

細田 博之

農
友
村
上
誠

一
郎
氏
が
名
蓄

を
上
梓
し
た
。
先
般
、
村
上
氏

は
５９
歳
に
し
て
議
員
在
職
２５
年

の
永
年
勤
続
表
彰
を
受
け
た
。

自
民
党
随
一
の
政
策

通
で
あ
り
、
自
身
の
購

開
催
す
る
パ
ー
テ

ィ

―
で
は
自
ら
の
資
料
を
配

っ
て

政
治
経
済
外
交
に
つ
い
て
議
演

す
る
こ
と
を
常
と
し
て
い
る
。

本
書
の
序

「誰
も
本
当
の
こ

と
を
言
わ
な
く
な

っ
た
」
で
、

東
日
本
人
震
災
を
戦
後
最
大
の

試
練
と
位
置
づ
け
、
と
く
に
福

島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

と
政
府
の
賣
任
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
村
上
氏
は
、
党
内
で

は
最
も
早
く
炉
心
溶
融
を
指
摘

し
、
速
や
か
な
対
応
を
主
張
さ

れ
た
。
政
府
が
こ
の
こ
と
を
認

要
性
、
選
挙
制
度
の
再
改
革
、

財
政
の
再
建
、
外
交
の
立
て
直

し
、
防
衛
、
経
済
、
金
融
、
社

会
保
障
、
農
業
政
策
に
つ
い
て

提
書
し
、
資
源

手
不
ル
ギ
ー
、

地
球
温
暖
化
、
水
資
源
等
の
問

題
、
藁
の
保
守
政
治
の
目
指
す

と
こ
ろ
を
鮮
や
か
に
明
示
し
て

い
る
。

次
の
よ
う
な
標
題
が
次
々
と

原
因
、
小
選
挙
区
制
の
導
入

○
日
本
の
政
治
家
は
な
ぜ
だ
め

に
な

っ
た
の
か

○
僣
金
頼
み
の
国
家
経
営
は
あ

と
１０
年
も
た
な
い

〇
成
長
神
話
か
ら
脱
却
す
る
新

時
代
の
経
済
政
策

〇
限
界
に
き
て
い
る
社
会
保
障

の
再
構
築

○
未
来
を
予
感
さ
せ
る
新
し
い

地
方
自
治
の
視
点

○
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
。
迫
ら
れ

る
農
業
改
革

○
孤
立
さ
せ
な
い
！
地
域
活
性

化
の
試
論

０
２
０
２
０
年
問
題
と
２
０
５

０
年
問
題

○
保
守
に
よ
る
日
本
再
興
の
道

日
本
の
現
状
と
将
来
を
璽
え

て
い
る
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
本
書
の

一
読
を
推
奨
い
た
し
た
い
。

「日
本
よ
、
浮
上
せ
よ
！

２‐
世
紀
を
生
き
抜
く
た
め
の

具
体
的
戦
略
」

村
ｔ
誠
一郎
＋
２．
世
紀
戦
略
研
究
室
蓄

東
信
堂

め
た
の
は
、
は
る
か
に
後
日
の

こ
と
で
あ
る
。

村
上
氏
は
日
本
再
興
へ
向
け

て
の
数
々
の

具
体
策
を
提

言

し

て

い

る
。リ

ー
ダ
ー

育
成
の
た
め

の
教
育
の
菫

書
か
れ
、
村
上
氏
ら
し
い
歯
切

れ
の
よ
い
分
析

・
提
書
が
な
さ

れ
て
い
る
。

○
政
治
の
素
人
と
原
子
炉
の
素

人
が
作
る
砂
上
の
楼
閣

○
限
ら
れ
た
料
理
の
レ
シ
ピ
を

教
え
込
む
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
に
対
応
で
き
る
基
礎

教
育

（
の
必
要
性
）

○
政
治
を
劣
化
さ
せ
た
最
大
の

【
記
事
よ
り
抜
粋
】
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